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第二部 これからのJPCOARを考える
実務担当者の声～JPCOAR若手作業部会員から

＜2. コンテンツ＞

オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）

コンテンツ流通促進作業部会メタデータチーム

片岡 朋子（お茶の水女子大学）
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２.会員機関が公開するコンテンツの多様化と利活用＜コンテンツ＞

協会は、会員機関のリポジトリが擁する多様なコンテンツについて、総体と

して、また、種類ごとに、収集・管理・保存のノウハウを共有する。 また、各

種識別子を含むメタデータの標準化やFAIR原則への対応、流通促進を通

じて、会員機関構成員の学術成果の普及・利活用を促進することにより、新

たな成果につながるようなエコシステムの形成につとめる。

JPCOAR重点活動項目（2022-2026）案
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②情報発信基盤の整備

助成機関/所属機関

①データ利活用/国際的な
共同研究の促進

②公的資金による研究成果の
社会への還元

③研究公正の推進

国際社会の要請 学術コミュニティのチャレンジ

①共有・利活用の促進

2017年 デジタルアーカイブの連携
に関する関係省庁等連絡会・実務者
協議会

• 「我が国におけるデジタルアーカイ
ブ推進の方向性」

• 「デジタルアーカイブの構築・共有・
活用ガイドライン」

2019 年 国立大学図書館協会

• 「大学図書館におけるデジタル
アーカイブの利活用に向けて」

デジタルアーカイブをめぐる動向

2008年 プロトタイプ公開

2013年
(米国デジタル公共図書館)

2020年

オープンアクセスの推進

論文・図書・学位論文

研究データ
マネジメント（RDM）

研究データ

歴史的・文化的デジタル
情報資源への対応

デジタルアーカイブ
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学術機関が公開するコンテンツの多様化と利活用の促進
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次期活動内容のアイデア<コンテンツ関係>

学術情報流通の促進

• JPCOARスキーマの運用

• FAIR原則への対応

• 外部コミュニティと連携したメタデータ流通の促進

• DOI入力ガイドラインの提供、識別子の普及活動

• 投稿先のORCID義務化への対応

• 国内学会誌や学内紀要に向けたクリエイティブ・コ
モンズ等のオープンライセンスの採用促進

協働＆トレーニング

• RDM教材、トレーニングツールの提供

• データポリシー事例、研究データ対応事例の共有

• 作業部会内でのGakuNin RDMの活用と会員機関
へのノウハウの共有

• 研究データライブラリアンの育成

• IIIF勉強会

• 学協会著作権ポリシーデータベース（SCPJデータ
ベース）の提供、リポジトリシステムとの連携

• 他のコミュニティと連携した著作権ポリシー情報の
収集
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2021年度
統合イノベーション戦略推進会議による「公的資金によ
る研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」
の公開

2022年度

2023年度
公募型研究資金の新規公募分において、DMP及びこれ
と連動したメタデータの付与を行う仕組みの導入100%

2024年度

2025年度
機関リポジトリを有する全ての大学等における
データポリシーの策定率100％【注】

お茶の水女子大学の事例（予定）

• RDMタスクフォースの設置

• GakuNin RDMの試験運用開始

• 学内の研究データ管理状況調査（アンケート）

• データポリシーおよび取扱規定の策定

• 全学への研究データ管理（RDM）の段階的導入

• GakuNin RDM正式運用開始

JPCOAR次期活動期間中の研究データに関する動向と対応事例

学内合意形成

イノベーション担当副学長
リエゾン・URA センター
ムーンショット事業 PM
情報基盤センター
研究・産学連携課
図書・情報課
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• RDM教材、トレーニングツールの提供
• データポリシー事例、研究データ対応事例の共有
• 作業部会内でのGakuNin RDMの活用と会員機関へのノウハウの共有

JPCOARによる支援活動（案）

【注】以下の文書では対象機関は 府省内外局、国立試験研究機関、特殊法人、独立行政法人、国立大学法人、大学共同利用機関法人、国立研究開発法人と記載されている。
統合イノベーション戦略推進会議「公的資金による研究データの管理・利活用に関する 基本的な考え方 」 https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/sanko1.pdf

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/sanko1.pdf


6第23回 図書館総合展 JPCOAR2021：これからのオープンアクセスとJPCOARを考える

内閣府科学技術・イノベーション推進事務局「ムーンショット型研究開発制度におけるメタデータ説明書（第2版）2021」 p.8 https://www8.cao.go.jp/cstp/ms_metadatainstructions.pdf

公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方におけるメタデータの共通項目
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項目 必須／任意 備考

1資金配分機関情報 必須※
公募型の研究資金を配分した資金配分機関（府省含む）の英語略称
公募型の研究資金以外の場合は記入不要

2e-Radの課題番号 必須※
公募型の研究資金の場合は、e-Radに登録した課題番号
公募型の研究資金以外の場合は記入不要

3プロジェクト名 必須※
プロジェクトの研究代表者が統括する研究開発の範囲の名称
公式な名称がない場合は、研究者の所属機関のルールに従って入力

4データNo. 必須
管理対象データを一意に特定するための番号
公募型の研究資金を配分した資金配分機関が付与
公募型の研究資金以外の場合はデータ管理機関（項目14）が付与

5データの名称 必須 学会資料、報告資料、測定結果などの中身の分からない名称は避ける
6掲載日・掲載更新日 必須 メタデータの掲載日・掲載更新日
7データの説明 必須 端的かつ中身の分かる内容を記載
8データの分野 必須※ e-Radの研究分野（主分野）。e-Radとの連携により、自動入力される予定。

9データ種別 必須
研究データ基盤システム上では、通常は「データセット」を標準とするが、データの特性に
応じて「データセット」以外の種別を選択可能

10概略データ量 任意 1GB未満、1GB以上10GB未満、10GB以上100GB未満、100GB以上等の区分により記載

11
管理対象データの利活用・提供方針 必須 無償／有償、ライセンス情報、その他条件（引用の仕方等）等を記載
アクセス権 必須 公開／共有／非共有・非公開／公開期間猶予から選択
公開予定日 必須 公開期間猶予を選択した場合、公開予定日を記載

12
リポジトリ情報 必須 現在のリポジトリ情報、あるいはプロジェクト後のリポジトリ情報

リポジトリURL・DOIリンク 任意 情報があれば記載

13
データ作成者 任意 管理対象データを生み出した研究者の名前
データ作成者のe-Rad研究者番号 任意 管理対象データ作成者のe-Radの研究者番号
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データ管理機関 必須 各データを管理する研究開発を行う機関のe-Radに登録された法人名

データ管理者 必須 データ管理組織において各管理対象データを管理する担当者の名前

データ管理者のe-Rad研究者番号 任意
管理者のe-Radの研究者番号
e-Rad研究者番号がない管理者は記入不要、ある場合は必須

データ管理者の連絡先 必須 データ管理者の所属機関の住所や電話番号、メールアドレス等
15備考 任意

注：赤字箇所は今後変更予定 / 必須のうち※は公募型の研究資金による研究活動の場合

https://www8.cao.go.jp/cstp/ms_metadatainstructions.pdf
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図書館
システム

JPCOARスキーマ
DOI登録

分野別
リポジトリ

助成機関
共有

システム

機関
リポジトリ

RDM
システム

メタデータ共通項目
+データ

メタデータ共通項目

メタデータ共通項目
+データ

メタデータ共通項目

機関
リポジトリ

JPCOARスキーマ
MARC21,

DCMI Metadata Terms...

助成機関
公開

システム

デジタル
アーカイブ

デジタル
アーカイブ

研究データ

共同研究
機関の

リポジトリ

多様なコンテンツのメタデータ流通（イメージ図）

JPCOARスキーマ

機関
リポジトリ

メタデータ

IRDBによる流通

CiNiiへの直接流通
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ｓ

論文、図書、
学位論文等
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FAIR原則への対応例
RDA（研究データ同盟）

FAIR Data Maturity Model. Specification and Guidelines
FAIR evaluation levels

OpenAIRE Application Profile Overview

FAIR Data Maturity Model Working Group(2020):  FAIR Data Maturity Model. Specification and Guidelines. 
DOI: 10.15497/rda00050

Guidelines for institutional and thematic Repository Managers v4.1-rc1
https://openaire-guidelines-for-literature-repository-managers.readthedocs.io/en/latest/application_profile.html

https://openaire-guidelines-for-literature-repository-managers.readthedocs.io/en/latest/application_profile.html


9第23回 図書館総合展 JPCOAR2021：これからのオープンアクセスとJPCOARを考える外部コミュニティと連携したメタデータ流通の促進

• DC-NDLとJPCOARスキーマのデータ互換性の確保

• デジタルアーカイブの流通に必要なメタデータ要素の検討

• 標準化の推進および品質向上のためのガイドライン整備
9

メタデータの相互運用性に関する検討ワーキンググループ（メタデータWG）R3年度の実施体制

NDL：電子情報サービス課等

NDL：電子情報サービス課等

JPCOAR コンテンツ流通促進作業部会（メタデータチーム） NII：学術コンテンツ課

課題
「デジタルアーカイブのメタデータ流通検討」

課題「サービス連携に関する将来検討」
課題「研究データに関する検討」

JST：研究成果連携グループ

NDL：電子情報サービス課等

NII：学術コンテンツ課

課題
「視覚障害者等用データに関する検討」

NDL：図書館協力課

これからの学術情報システム構築検討委員会

三機関連絡会議

○NDL
総務部企画課

○JST
情報基盤事業部
研究成果情報グループ

○NII
学術基盤推進部
学術コンテンツ課

各機関窓口（定期会合）メタデータWG


